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空力加熱を面計測する上で感温塗料・コーティングは有望なセンサーとして挙げられる．しかし従来のポリマー

を用いた塗料では，空力加熱により特性が変化または融解する問題が生じる．これらを改善するために陽極酸

化皮膜を基盤とした感温コーティング（AA-TSP）が開発されたが，熱の伝わりにより空力加熱の場所を特定で

きない．我々は極超音速風洞試験で用いられるベークライトに着目し，それを基盤とした感温コーティングの開

発を行った．ベークライトの特性，及び感温コーティングとしての評価を発表する． 
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目的 

 

材料:ベークライト(Bakelite) 

TSP 構成要素 

実験結果 

結論 

ⅰ)DMF 温度感度 

-1.186%/K(Tref=100℃) 

ⅱ)ベークライトの発光,温度感度 

-0.758%/K(Tref=100℃) 


